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26都道府県３１２名が参加した「2021年全国父母懇・私学助成をすすめる会交流集会オンライン大会」の成

功から、早くも一週間が経過しました。その集会の熱、学びの内容を県内に届けた「福岡県私学助成をすすめる会 

NEWS」が事務局に届きました。全国各県においてもこうした動きをつくり、今年の私学助成署名運動を活性化さ

せましょう!! 呼びかければ、とりくみは必ず拡がります!! 

 右は、10月15日（金）に福岡から届いた、県「私学助成をすすめる会 NEWS」です。10日開催の「全

国交流集会」の様子が、全体集会と筆者が参加された分散会の様子が、克明に記されています。 

 このように、他県と出会ったこと、他県の様子、学んだ内容を県内に届け広げることは、秋の私学助成運動の

エネルギーを生み出します。自県だけでは気づかなかった工夫、他県の熱を広げることが、秋の運動の主体者を

増やしていくことにつながります。 

 大阪：秋桜高校、北海道：北星学園女子高校、東京：大東学園高校、熊本：高フェス実行委員高校生が「ジブ

ンゴト」として本気でとりくみ発信しているレポートなど、各県の運動にとって新たな視点となる内容です。 

 また、コロナ禍による困難さの中で、できないことを数えるのではなく、「できることは何か？」と工夫を出し

合い署名活動や集まることをすすめている県の実例・教訓なども各県の父母・教職員に拡げることが、この後の署名

運動のエネルギーになります。この「すすめる会」ニュースのように、全国交流集会で学んだことを県へ還流し、
具体的なとりくみを提起して、動きをつくりましょう!! 

＜「全国父母懇交流集会」 分散会 参加者感想より＞ 

・保護者が繋がること、先生とも繋がることが子どもを見守り育てることになると改めて感じました。 

・東京でも子どもたちにこの活動について興味を持ってもらうきっかけを探っていけたらと考えました。 

・宮城の工藤さんによる発表も大阪の秋桜高校の先生と生徒による発表も，前向きなものばかりでコロナ禍にあって

「できないことに不平を言うのでなく，できることを探して実行する」ことの大切さを２本のレポートから学ばせ

ていただきました。 

・北海道の北星女子の活動は圧巻でした。様々な方を巻き込むにはまずは発信力！改めてそう思いました。 

  

 

  経済的理由による中退が減少する一方、学費のため、進学資金のためのアルバイトの実態はまだまだ少なくあ
りません。こうした実態・事例を発信していくことを制度拡充につなげます。「400校」集約に向けた全国の奮

闘を求めます!! 東京からはすでに 63校分が届きました。県内全私学をめざしつつ過半数は集約しましょう。 

 

全国私学助成をすすめる会 
(事務局：全国私立学校教職員組合) 
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